
国立大学法人東京外国語大学同窓生情報データベースシステム利用規約 

 

令和 4 年 9 月 27 日 
規 則 第 5 9 号 

 

（趣旨） 

第１条 国立大学法人東京外国語大学（以下「本学」という。）が管理・運用する東京外国

語大学同窓生情報データベースシステム（以下「本システム」という。）の利用規約（以

下「本規約」という。）を以下のとおり定めます。 

（目的） 

第２条 本規約は、利用者が本システムを利用する際に順守すべき事項を定めることによ

り、本システムの安全な運用を行うことを目的とします。 

（運用組織） 

第３条 本システムの運用に係る業務は、本学広報・社会連携室に帰属するアラムナイ担当

が行います。 

（利用資格） 

第４条 本システムを利用できるのは、本学に正規課程の学生として在籍した留学生を含

む、学部卒業生及び大学院修了生とします。 

２ 第１項に定める者のうち、本システム所定の手続を経て本システムに登録した者及び

本人の同意に基づき情報の提供を受け、本学が本システムに登録した者を、本システムの

利用者（以下「利用者」という。）とします。 

（本システムが提供する機能等） 

第５条 本システムは、次の各号に掲げる機能を提供します。 

（１） 利用者登録機能（オンラインでの住所等の情報入力や更新） 

（２） 利用者自身による登録情報項目別の開示・不開示設定機能 

（３） 利用者検索機能（本人設定の開示情報に限定） 

（４） 本学のイベント/ニュース/ボランティア/リカレント情報の受取機能 

２ 本学は、次の各号に掲げるコンテンツを利用者にお送りします。 

（１） 本学に関するお知らせ 

（２） 本システムに関するお知らせ 

（３） その他本学の業務の向上や改善のため、本学が必要と認めたアンケート等 

（利用者の義務） 

第６条 本システムの利用者は、本システムを利用するに当たって、本規約全ての記載内容

を遵守することとします。 

１ 本規約全ての記載内容に基づいて利用する。 

２ ID及びパスワード（以下「ID等」という。）を自己の責任において厳重に管理し、第



三者に貸与、譲渡等しない。 

３ ID等の第三者への漏えい、開示があった場合、又は ID等が第三者に使用されている

ことが判明した場合は、直ちに本学アラムナイ担当にその旨を連絡するとともに、アラ

ムナイ担当からの指示に従う。 

４ 本システムから入手したいかなる情報も、複製、販売、出版、公開その他いかなる方

法においても利用者個人としての私的使用以外の使用をすることはできず、また他の

利用者又は第三者をして同様の行為をさせない。 

５ 他の利用者の個人情報を収集・蓄積すること、又これらの行為をしようとしない。 

６ 本システムを利用して、本学の信用・品位を傷つける行為を行わない。 

（利用資格の失効） 

第７条 利用者が本規約に違反して ID等を利用した場合、その他本学が不適切と判断した

行為が確認された場合、本学は、利用者に事前に通知することなく、直ちに当該利用者の

利用資格を失効するものとします。 

（規約の変更） 

第８条 本学は、次の各号に掲げる場合には、利用者の同意を得ることなく本規約を変更で

きるものとします。 

（１） 本規約の変更が、利用者の一般の利益に適合するとき。 

（２） 本規約の変更が、本システムの利用目的に反せず、かつ、本システムの管理運営

上の必要性その他の変更に係る事情に照らして合理的なものであるとき。 

（個人情報の利用目的） 

第９条 本システムに登録された利用者の個人情報は、次の各号に掲げる目的に利用しま

す。 

（１） 利用者の進路状況を把握し、在学生の就職支援に活用する。 

（２） 国、地方公共団体やメディア・報道機関の調査に対し、個人を特定しない集計資

料を作成し提供する。 

（３） 大学から利用者への諸連絡、活動の報告や、催し物の案内を行う。 

（４） 利用者本人の同意に基づき、本学同窓会組織（東京外語会）へ提供する。 

（個人情報の取扱い） 

第１０条 以下のいずれかに当てはまる場合には、本学は利用者が登録した情報、利用履歴、

メールなどの内容の確認を行い、場合によってはこれらの情報を第三者に開示すること

があります。 

（１） 裁判所、警察その他の司法若しくは行政機関又はこれらに準ずる者から適法に照

会があった場合 

（２） 本システムの維持に問題が生じる場合 

（３） 個人を識別又は特定できない態様にて個人情報を集計、分析等する場合 

（４） 法令又は本学が定める規約に違反し、社会通念上問題があると判断された場合 



（５） 本学、他の利用者又はその他の第三者の権利又は利益を保護するために必要な場 

  合 

(６) その他法律等に基づき開示又は提供を行う場合 

２ 本学は、国立大学法人東京外国語大学個人情報保護規程に則り、本システムに登録され

る利用者の個人情報を保護し、別途定めるプライバシーポリシーを遵守します。 

（免責事項） 

第１１条 本学は、利用者が本システムの利用によって、第三者に対して損害を与えた場合、

その一切の責任を負わないものとします。 

２ 本学は、利用者同士の通信や活動に関与しません。利用者同士のトラブルについては、

当事者同士で解決するものとし、本学は一切の責任を負わないものとします。 

３ 本学は、利用者の ID等が第三者によって悪用された場合に生じる不利益又は損害につ

いて、一切責任を負いません。 

附 則 

 この規程は、令和４年９月２７日から施行する。 


